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明治人の見た中世山城 

 

1877（明治 10）年に起こった西南戦争は、近代日本における最大・最後の内戦である。一般的

に西南戦争といえば、西郷隆盛らを輩出した鹿児島県、熊本城や田原
た ば る

坂
ざか

など著名な戦跡を擁する

熊本県のイメージが強い。しかし、戦争の後半期である６月から８月にかけては、現在の宮崎県

にあたる地域（当時は鹿児島県に併合されていた）が主戦場であったし、宮崎県再置を目指す分

県運動のきっかけとなった点からも、本県にとって重要な意味を持つ事件だった。 

 

司馬遼太郎の『翔
と

ぶが如
ごと

く』では、鹿児島へと落ち延びていく最中に西郷が薩軍幹部の一人で

ある野村
の む ら

忍
おし

介
すけ

に単身で蒲生
か も う

城（龍ヶ城とも。鹿児島県姶良
あ い ら

市所在）を守備するよう命じるシーン

がある。「戦国末期に鉄砲が普及してからは、何の役にも立たなくなった」中世の山城を「ひとり

で」守れという「異常な命令」を描くことで、西郷と野村の関係破綻を象徴的に表現したのであ

るが、「ひとりで」の部分はともかく、近代戦において中世山城を守備拠点とすることは果たして

無意味であったのだろうか。 

 

というのも、官軍（陸軍）の公式記録である『征西
せいせい

戦記
せ ん き

稿
こう

』をめくると、あちこちに中世山城

に関連する記述が出てくるのである。例えば、薩軍が最終的に立てこもった「城山」は、江戸時

代の鹿児島城（鶴丸城）において詰
つめ

城
じろ

としての役割を果たした部分で、中世の上山
うえやま

城を踏襲して

いるし、宮崎県内の事例としても、巻 50「高原
たかはる

戦記」にある「高原古城山
こじょうやま

」が高原城（高原町所

在）、「陣
じん

跡山
あとやま

」が岩
いわ

牟礼
む れ

城（小林市所在）を指すと考えられる。さらに、記録等にいっさい残っ

てない山城を踏査している際に、西南戦争の陣地跡を発見することも珍しくない。 

 

西南戦争当時、明治政府は江戸時代の国
くに

絵図
え ず

（幕命により各藩が作成した国単位の絵図）や

伊能図
い の う ず

（伊能忠敬が作成した地図）をベースとした地図しか持たなかったので、官軍は戦地の詳

細な地理情報を把握するために、地元住民を案内者として利用したらしい。そして、上記のよう

な山城の現地遺称が記録に頻出することからみれば、官軍は中世山城に戦略的な重要性を見いだ

しており、むしろ山城の伝承を聞き回っていたとさえ考えられる。また、それらの山城がしばし

ば争奪戦の舞台となっていることから、薩軍側も同じような認識の元に行動していた可能性が高

い。実は、司馬が取り上げたエピソードは、薩軍側の視点からまとめられた『薩
さつ

南
なん

血涙
けつるい

史
し

』中に

みえるのだが、こうしてみてみると、司馬の解釈とはまた少し異なる光景が目に浮かぶのである。 

 

 西南戦争に関しては官・民さまざまな立場から膨大な記録類が残されており、現代の我々にと

って西南戦争という近代戦がどのように戦われたのかを伝える貴重な資料となっている。それと

ともに、明治時代の人々が中世の山城跡をどのように見ていたのかも垣間見せてくれる。 

 

（堀田孝博） 



 

『征西戦記稿』巻 50「高原戦記」（青潮社による復刻版）より引用 

      赤線部分に「高原古城山」とある。 
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